
レスト
校長 松田 哲治

ラッシュ時の電車・バスの車中や街の雑踏の中では、まだマスクをしている人が多いよ

うな…。でも、様々な場面で少しずつ、以前の日常の風景が戻ってきていると感じている。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけ・扱いが、５月８日(月)から２類から

５類へ変更されることにともない、種々規制も緩和の方向。「コロナ禍」と呼ばれる差し迫

った情勢も、徐々に変わっていくのだろうか。いや、もう二度と「禍中」には引き戻さな
●

いでほしいと切実に願うばかりである。

新年度がスタートして１ヶ月が経とうとしている。新たな先生や友人たちとの出会いの

中、生徒たちは皆、ほどよい緊張感を保ちつつ、西中での生活を送ってきたのではないだ

ろうか。新しい環境にも慣れてきて、毎日を楽しめるようになってくればよいのだけれど、

逆に、緊張感がピークに達していたり、疲れが溜まりかけていたりして、心身の不調を訴

える生徒が出始めるのも、今の時期である。

この点に関して日本の「年度」はよくできている。ちょっと休みたいかなぁ…と思うよ

うになる４月下旬から５月上旬にかけて、いわゆる「ゴールデンウィーク」が巡ってくる

ようになっている。コロナ禍による学校の臨時休業が続いた３年前、グルーバルスタンダ

ードに合わせて…という建前で学校の「９月始まり」が検討されかけたことを記憶してい

る。だが、こうした生徒たちの実態をふまえ「やめてくれよ」

と考えていた学校関係者は少なからずいただろう。この連休を

上手に活用して心身のリフレッシュを図り、夏までの３ヶ月弱

を乗り切ってほしい。

大学生の頃、私がワンダーフォーゲル部に所属していたこと

は、以前の拙稿 (令和２年８月31日号)で書いたことがある。４～８

人程度のパーティ(隊)で山に登り、無事に下山するまで、ＰＬ (パ

ーティリーダー〈隊長〉)は、隊のメンバーの調子を観察しタイミングを見計らって小休止(レ

スト)を取る。このレストの入れ方のさじ加減が、メンバーの体力の維持に直結していて、

事故なく全員で「下界」に戻ってくることを保障する、大事なファクターの一つであった。

中には自分自身が紫煙を燻らせたくて、あるいは「nature's call」のためにレストを取る、
くゆ

ちょっと我がままなＰＬもいたが、休むことで体力が回復していたことは間違いない。た

だ、長過ぎるレストは、体が冷えて次のワンピッチがつらくなった。ほどよいレストが山

歩きを楽しくしてくれるものなのである。

１年間のあるいは３年間の学校生活は、いや、もしかすると人が生きていくことそのも

のが、まさに山歩きのようだと思うときがある。登りがあれば下りもあり、晴れる日もあ

れば雨が降る日もあり、稜線沿いにお花畑を抜けていく場面があれば、険しい岩場を越え

ていく場面もある。クラスや学年、部活動の仲間・先生たちと、楽しく元気に日々を過ご

し、無事に修了式・卒業式を迎えられるよう、「おーい、ちょっとレスト！」

日吉台西中通信
令和５年５月１日号

【学校教育目標】

・主体的な学びを創り出します
・豊かな心と健やかな体を育みます
・よりよい社会を築く力を養います



新入生を迎える会＆生徒会オリエンテーション ４月１０日(月) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
認証式＆体育祭色決め 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育課程説明会・部活動説明会 ４月２４日(月) 
学校における教育活動に関し、生徒の学習状況を評価するもの

です。「生徒にどういった力が身に付いたか」という学習の成果を

的確に捉え、教員が指導の改善を図るとともに、生徒自身が自ら

の学習を振り返って次の学習に向かうことができるようにするこ

とが大切です。本校では、自己実現に向けて自らを振り返りなが

ら粘り強く取り組む力 、他者や社会との関わりを大切にし、協働

して課題解決するためのコミュニケーション能力の育成に重点を

置き、よりよい教育活動を実践していきます。 

新入生を迎える会が開かれました。緊張と期待を胸にした新入生を先

輩たちがあたたかく迎えました。歓迎の言葉、記念品の贈呈と続き、立

派な新入生代表の言葉を披露しました。続いて生徒会オリエンテーショ

ンが行われ、各専門委員会の紹介、部活動紹介とつづきます。 

各部活の紹介では２･３年生が春休み中に考えたパフォーマンスなどを

披露し、楽しく和やかなひとときとなりました。 

４月 25日(火)生徒集会が体育館で行われまし

た。まずは前期の各専門委員会の認証式が行われま

した。生徒会長から各委員長が代表して委嘱状を受

け取りました。生徒会長から「西中は全生徒会員の

みなさんが創りあげるもの」という言葉がありまし

た。これから各委員会が中心となり、生徒全員でよ

りよい学校生活になるよう期待しています。 

 

続いては６月15日（木）に開催されるWESTIVAL体

育祭の色分け抽選会です。体育祭実行員会メンバー

によるユーモア溢れる寸劇から始まりました。１年

生は初めての体育祭、上級生は昨年とは違う気持ち

で臨む体育祭となります。各色の良さを生かして、

大いに盛り上がる体育祭にしましょう。 

 

＊ 今年度の体育祭でも保護者のみなさま 

  に参観していただけるよう、計画 

  しております。詳細は決まり次第、 

  お知らせいたします。なお、感染 

  状況によっては参観ができない場 

  合もございます。 

１年生 ２年生 ３年生

赤 ２組 ３組 ２組

青 ３組 １組 １組

黄 ４組 ２組 ４組

緑 １組 ４組 ３組



 

 

  

 入学して３週間が過ぎました。入学
式当日に「中学で頑張ること」を桜に
書きました。４階フロアは、期待の桜
で今も満開🌸です。前向きに頑張ろう
とする姿がたくさん見られ、日々嬉し
く思います。５月は、初めての校外学
習もあります。スローガン『あつま
れ！緑学年の森～挑戦・協力・笑顔～』
を掲げて、仲間のいいところを見つ
け、仲間と協力して、成長できる校外
学習になることを願っています。 

 先輩たちからたくさんのことを教
わり、先輩たちの姿をみて、色々なこ
とを学んでほしいと思います。 

緑学年のみんな！期待しています。 

 年生の今 

 

 

 

 部活動説明会や仮入部などを経て、４月24日から１年

生の本入部が始まります。1 年生は、先輩や先生の話を聞

いて熱心に仮入部に参加しています。また、2・3年生が先

輩として、部活動の「約束」・「技術」・「伝統」を教えてい

る姿が見られます。今後も、部活動が学校生活の中で充実

した時間になるようにしてほしいものです。 
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 学校生活も１か月が経過し、それぞ

れの学年が学校生活に慣れ始めてきた

ころかなと思います。昼休みには、多

くの生徒がグラウンドで楽しそうに遊

ぶ様子や、廊下で楽しそうに会話をす

る様子がみられます。 

学校生活を送っている中で困っている

ことなどがあれば、まずは自分が相談

しやすい先生に相談してみてくださ

い。保護者の皆様も何か不安などあり

ましたら遠慮なく学校に連絡してくだ

さい。 

 

 

 新年度がスタートして１カ月。そ

ろそろ心身ともに疲れがでてくるこ

ろではないでしょうか。 

 意識していなくても、新しい学校

や新しいクラス、新しい生活リズム

はわくわくする気持ちと同じくらい

緊張し、疲れがたまるものです。 

 ５月は休憩することも自分の中の

タスク（自分がやるべき課題）の１つ

に入れてみてください。 

 健康診断も引き続き実施していき

ます。「受診のおすすめ」をもらった

ら早めに受診しましょう。 
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 一つ学年が上がりました。 

この学年は「一所懸命」というスローガン

を大切に取り組んできました。それはこれ

からも変わらず、自分の頑張れる何かをぜ

ひ、見つけてほしいと思います。 

見つけた人はその頑張りをとことん追求し

ましょう。 

今年、この学年で一つ加えたのは、「周り

に目を向けよう」ということです。 

自分のことを大切にすることはもちろん、

自分の視野を広げて周りの友達が困ってい

れば声をかけてあげよう。 

そんな優しい学年になってくれたら最高で

す。 

 年生の今 
 

２ 

 

 

新入生歓迎会・生徒会オリエンテーションなど新年度

初めの企画に、皆さんのご協力ありがとうございました。

新しく各専門委員も決まり、様々な場面での生徒会活動

も始まりました。今年度も挨拶活動をはじめ、本部役員皆

で力を合わせて活動していきます！ 

今年度生徒会スローガンは【のめりこむ】です。覚えてね。 

 

生徒会より 

 

最終学年です。これは、中学校最終

であり、義務教育の総仕上げでもあ

ります。それを念頭において３学年

職員一同気を引き締めて青学年を支

えていきたいと思います。 

 「深化
し

・進化
ん

・真価
か

」を学年目標に

掲げました。これまでの学びを「深め

て」、「進化」したときに、青学年のみ

んなの「真価」が問われるのです。だ

からといって真新しいことをするの

ではなく、これまでしてきた「挑戦」

を「とことん」していくだけです。 

 まずは５月の修学旅行をより充実

したものになるよう深めましょう。 

 

 年生の今 ３ 

部活動より 

図書室から   
 

   保健室から  生徒指導専任から  

 ＰＴＡ 
新学期が始まり1ヶ月が過ぎました。新しいクラス、新生活には慣れてきましたか？これからの行事を楽しみにしている方も多いかと思い

ます。親子ともに、全力で楽しみましょうね。 
日頃よりPTAの活動にご理解、ご協力ありがとうございます。先日、各委員の選出が無事終わりました。子ども達のために皆さんと協力し

あいながら、楽しく充実した1年になるよう活動して参りたいと思いますので、どうぞ宜しくお願い致します。 
今年度のPTAスローガンが決まりました。 

「桜梅桃李」 〜みんなちがってみんないい〜 

です。個性を大切にしながら、足りないところは補い合える。個々の良い所を伸ばしながら、また新しい何かを見つけていく。みんな違うけ
どそれぞれ綺麗な花を咲かせている。そんな毎日を過ごしていけたらと思います。 
まだ寒暖差も激しい季節です。修学旅行・自然教室も控えています。皆様、お身体ご自愛ください。1年間、宜しくお願い致します。 
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